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第１１回

全日本ホルスタイン共進会
憂騨
■￣□巳

騨鱗ﾛ・・
戸二黒勇
一

驫
蟻曇11篁.；

ワ■ 乳
牛
の
質
の
良
ざ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
胆

Ｉ 野毎

混
一｡1戸Ｉ

胸要
i蒜

､ ア
ー
ス
イ
ー
ス
ト
デ
コ
ー
ル
ミ
ン
ト
号
第
４
部
優
等
Ｓ
席
に
入
賞
。

鍵
Eu凸

庸
兎

日
本
全
国
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
三
百
頭
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
が
、
｜
堂
に
集

め
ら
れ
る
五
年
に
一
度
の
第
十
一
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
、
十
一
月
二

日
～
五
日
に
か
け
て
、
岡
山
県
児
島
郡
灘
崎
町
「
お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
サ
ウ
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
報
告
を
致
し
ま
す
。

鰯
中＝や

「可
ｍ 
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】

〈
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霊堯
U岳

曹適 グ

ニーーマ
ーゴＡＬ

b 

筋４部出鳴のアースイーストデコールミント号ｂ慎重にジャッジをする鮮登目。優等３席おめでとうございます

岡
山
県
は
瀬
戸
内
に
位
機
す
る
温
暖
な

と
こ
ろ
で
、
北
梅
泣
で
言
え
ば
几
月
頃
の

気
候
に
あ
た
る
は
ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、

滞
在
期
間
中
二
週
間
は
ほ
と
ん
ど
雨
で
寒

い
Ⅱ
が
多
く
、
し
か
も
台
風
が
ち
ょ
う
ど

岡
山
県
典
上
を
通
過
し
た
時
は
、
バ
ケ
ツ

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
多
鼓
な
雨
に
、

あ
わ
や
会
場
が
水
没
寸
前
と
な
り
、
一
時

騒
然
と
な
る
な
ど
、
と
に
か
く
雨
の
多
い

岡
山
企
共
で
し
た
。
岡
山
県
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
１
ズ
は
「
噸
れ
の
国
、
岡
山
」
の
は

ず
だ
っ
た
の
で
す
が
…
。
し
か
し
、
共
進

会
比
較
審
査
の
ｎ
が
近
づ
く
に
つ
れ
徐
々

に
雨
は
上
が
っ
て
い
き
、
や
は
り
、
こ
こ

ぞ
と
言
う
と
き
に
雨
が
ｋ
が
る
こ
と
で
「
晴

れ
の
国
、
岡
山
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
中
標
津
町
農
協
か
ら
は
佐
々
木

昭
雄
さ
ん
生
産
所
行
の
ア
ー
ス
イ
ー
ス
ト

デ
コ
ー
ル
ミ
ン
ト
号
が
出
場
し
、
み

ご
と
第
四
部
優
等
一
一
一
席
（
序
列
三
番
）
に

入
倣
し
ま
し
た
。
中
標
津
町
農
協
の
乳
牛

の
Ｈ
の
良
さ
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
堀

「べ

鵺

と
思
い
ま
す
。
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
た
、
根
室
管
内
か
ら
は
他
に
塁
野
勇

一
さ
ん
（
計
根
別
農
協
）
、
大
迫
誠
一
さ
ん

（
標
津
町
農
協
）
ら
も
出
場
し
、
そ
れ
ぞ

れ
一
錬
賞
、
優
等
覚
の
上
位
入
笈
を
果
た

し
、
符
内
の
優
秀
を
飾
り
ま
し
た
。

次
回
全
国
共
進
会
は
栃
木
県
で
行
な
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
さ
ら
な
る
乳

牛
改
良
と
数
多
く
の
全
共
川
場
を
果
た
し
、

中
標
津
町
農
協
の
酪
農
が
苑
腿
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

香f侭司、

最高位賞に輝いたのは1039号のオラホームブレンダデュリーガル
スターＥＴ出品者(岡山県)永礼淳一氏(本牛生産地･北海道）

勢揃いした上位入賞牛た名

２ 



平成13年蘆加工原料乳
生産者補給金単価

二
○
○
｜
年
四
月
か
ら
、
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
と
乳
業
メ
ー
カ
ー

と
の
相
対
取
引
き
に
移
行
す
る
加
エ
原
料
乳
は
、
新
た
な
補
給
金
と
経

営
安
定
対
策
で
、
生
産
者
の
所
得
と
経
営
の
安
定
を
確
保
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

新
た
な
補
給
金
単
価
の
現
行
維
持
は
、
強
く
求
め
て
い
た
内
容
で
あ

り
、
生
産
強
が
下
が
っ
た
一
一
と
か
ら
単
価
引
下
げ
が
示
唆
さ
れ
る
中
で
、

要
求
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
こ
と
は
、
来
年
度
以
降
の
単
価
ベ
ー
ス

に
な
る
こ
と
や
、
今
後
の
加
エ
原
料
乳
取
引
価
格
交
渉
の
指
針
と
な
る

た
め
評
価
で
き
る
も
の
で
す
。

限
度
数
量
の
十
三
万
ト
ン
消
滅
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
需
給
動
向
な
ど

か
ら
、
数
量
消
化
が
難
し
い
状
況
の
た
め
、
や
む
を
得
な
い
水
準
と
判

断
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
生
ク
リ
ー
ム
、
チ
ー
ズ
対
策
の
継
続
拡
充
が
な
さ
れ
た
こ
と
、

畜
産
環
境
対
策
の
拡
充
、
新
た
な
肉
用
牛
、
養
豚
経
営
安
定
対
策
の
措

置
、
負
債
対
策
の
継
続
な
ど
関
連
対
策
が
充
実
さ
れ
た
こ
と
な
ど
評
価

出
来
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
加
エ
原
料
乳
を
加
え
た
全
用

途
別
生
乳
の
乳
価
交
渉
は
、
生
産
者
団
体
と
乳
業
メ
ー
カ
１
と
の
中
で
、

十
一
一
月
よ
り
開
始
し
、
来
年
一
一
一
月
に
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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「
新
た
な
酪
農
・
乳
業
対
策
大

綱
」
実
現
の
た
め
の
牛
乳
・
乳

製
品
関
連
対
策

一
、
市
場
実
勢
を
反
映
し
た
適
正
な
価
格

形
成
の
実
現
及
び
酪
農
経
営
の
安
定
の

確
保
並
び
に
生
乳
の
流
通
対
策

（
約
三
十
九
億
円
）

平
威
十
三
年
度
畜
産
物
価
格
関
連
対
策
の
概
要

１．平成13年度ｶﾛｴ原料乳補給金単価等総括表

１２年度13ｲ1量度対前fl包度蝋減

10.30円／kｇ→10.301'1／k９（前年|両|）

i''i…(鯛m鰯HIj1l:）
限度数11ｔ240万トン→227万トン（▲13万トン）

戸、

２．カロエ原料乳生産者経営安定対策事業

（
線
は
新
規
・
拡
充
・
雫
要
蛎
項
）

口

終広脚とのう｜の
機域るに両とう
能猯゜よ糊とオ
を筵リ鑑もロ
強上、術に｜
化乳／１２鞭、ア
す４１２乳広指ツ
る雌共域定ブ
た肴販化生調
め団体を乳盃
、体llill惟生な
燈のの進潅ど
ＩＥＩ鴨強す者を
し綿化る卜ｊ１ｉＴ
ベ調をこ体を

Ｒ
新
た
な
酪
農
・
乳
業
対
策
の
実
施
状
況

･iWiてん韮準I11i格と取引ＩｌＩｉ格の差額の８樽|lをIWiてん

･生瀧者の拠出と凶の助成の宵'1台はｌ：３

.補てん雑準I111i格は、６Ｌ8311／kｇ

'加工原料乳取り|価格が補てん基準II1ii格を下lmlることとなづ

た場合には、経営安定対策蛎業による補てんを笈施するほ

か、所得の確保をlxlる観点から、これまでの乳価決定の経

(緯を踏まえ、適切に対処する。

'３ 



ｕＨ 

ｌ１９なをの拡るのた国適進鹸たつ環賛、な衝ムのル
に消素牛大地ii1｛ぬ産切す新め、境対牛処団の鴇で
実Ｗ（材乳、域費、のにる鋭・乳．策乳迎休確給の
施拡との幼・拡パ牛実乳の新築術へ．なが上調加

鳶縄繍iい↑辮織鰡擶型勤灘鱗關
・法新飲、な１１；をのる編施の編題百品対うめ生料
の製用老ど要ｉｌ１梢・終孜Ｉ)Ｈ合へ九のし余る乳乳
ｌｌＭｌｌ１ｉの人仁の心！'【術の発理の憶加助剰と受及
発Ｉ)Ⅱ促ホ綜仲との奪艦な化kil円エ成生と１託ぴ
な発進’’三｜ぴし拡対備どを応一・を乳も版ｉｉｉ
どな、ムし悩た人策なの促を流行のに売乳
をどバなたん乳をＴＩＴどた進図通な効、シ全
一新タどｉｉｉｉで製ｌｘ１業をめす’）・う率生ス体
体たｌで趾いＩＶ１るを椎のるつ消・的産テで

曰
生
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
生
産
振
興
を
図
叺

分
け
の
試
行
的
導
入
・
検
証
を
実
施
す

Ｉ
 

す
る
。

新
た
な
表
示
制
度
の
Ｐ
Ｒ
、
雰
器
の
仏

す
る
掘
態
に
備
え
、
六
万
ト
ン
分
の
枠
を

Ｉ
 

確
保
）
。
ま
た
、
同
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー

度
数
敵
を
超
え
る
加
工
原
料
乳
が
発
唯

拡
人
の
た
め
の
助
成
を
突
施
す
る
（
限

国
産
生
ク
リ
ー
ム
等
向
け
生
乳
の
需
盟

ま
た
、
生
乳
使
用
馴
合
の
表
示
な
ど

原
料
乳
の
生
産
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、

同
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
１
ズ
の
新
製
品
川

発
及
び
知
識
の
蒋
及
の
た
め
の
助
成
を

行
な
う
。

卿
児
童
・
生
徒
の
体
位
・
体
力
の
向
上
と

牛
乳
飲
用
習
恢
の
定
蓉
な
ど
を
図
る
た

め
、
学
校
給
食
へ
の
良
質
な
牛
乳
の
計

両
的
な
供
給
に
対
し
、
奨
励
措
満
を
術

ず
る
。

Ⅱ
そ
の
他
対
策

一
、
経
営
体
・
担
い
手
対
策
（
ゆ
と
り
あ

る
生
産
性
の
高
い
酪
農
経
営
の
確
立
）

（
約
五
十
二
億
円
）

Ｈ
新
郷
就
農
を
促
進
す
る
た
め
、
経
営
体

験
研
修
の
実
施
、
研
修
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
就
腱

希
盟
者
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行

な
う
た
め
の
搬
腫
を
誰
ず
る
。

口
円
滑
な
経
営
継
承
を
同
り
っ
っ
、
畜
朧

１ｍ国
,蘭解労う力介じの長営
いｉｌｌｊｍｌｌ・法、たた期改
酪を時に草合め的善
腱ＩｌＸ１Ｉ１１Ｉつ地理、展対
経’）のいな的法望策
鴬、峰てどか人仁を
のゆ減ののっ化立識
実と及調適体・つず
りＬりぴ査正系協たる
をあＩｉＷ・配的業地o
lijWる年検置な化城
る生イ(リ討及住を酪
た産束をぴ宅ど腱
め性性行遮、を発
、ののを,世帯血腫

ズ
の
生
産
振
興
を
図
る
た
め
、
チ
ー
ズ

経
営
の
健
全
化
に
取
り
組
む
新
た
な
経

ｆＦ２、

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
（
飼
料
生
産
受
託
組

織
）
の
行
成
、
ヘ
ル
パ
ー
要
興
の
養
成

・
噸
、
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の

遮
街
の
安
定
、
酪
農
経
憐
従
輌
者
の
病

気
・
事
故
に
際
し
て
の
酪
農
へ
ル
パ
ー

利
用
の
川
滑
化
の
た
め
の
自
主
的
な
取

組
に
対
す
る
助
成
を
行
な
う
。

ま
た
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
利
川
拡
人

の
た
め
、
酪
農
経
営
に
対
し
、
利
川
Ⅱ

数
に
応
じ
た
助
成
を
行
な
う
。

国
新
た
な
酪
農
雑
木
方
針
な
ど
に
つ
い
て

唯
産
荷
な
ど
へ
の
秤
及
・
啓
発
を
行
な

う
と
と
も
に
、
酪
農
基
本
〃
針
な
ど
の

経
営
に
関
す
る
指
標
を
笑
銭
す
る
モ
デ

ル
畜
薩
経
街
体
の
施
設
な
ど
の
整
備
、

辨
及
な
ど
を
脚
る
。

問
化
乳
化
産
の
人
宗
を
育
成
す
べ
き
酪
農

継
営
に
早
急
に
集
約
し
、
生
産
幟
造
を

政
蝶
す
る
た
め
の
酪
農
経
備
体
育
成
強

化
緊
急
対
策
覗
業
を
適
切
に
笈
脳
す
る
。

二
、
畜
産
環
境
対
策
の
推
進

（
約
三
百
四
十
五
億
円
）

㈹
家
畜
排
せ
つ
物
の
不
適
切
な
管
理
厩

祇
み
、
索
搬
リ
）
を
解
柵
す
る
た
め
、

堆
肥
化
施
設
や
浄
化
処
理
施
設
な
ど
左

進
す
る
た
め
の
堆
肥
セ
ン
タ
１
協
瀧
今

な
ど
の
導
入
の
促
進
機
置
を
識
ず
る
。

散
佃
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
、
堆
肥
化
産
や

化
、
堆
肥
の
成
分
分
析
・
表
示
、
唯
Ⅲ

リ
ー
ス
す
る
の
に
必
要
な
機
械
・
装
置

の
Ⅲ
催
、
堆
肥
の
需
給
傭
報
機
能
の
樋

ま
た
、
堆
肥
利
用
と
ｔ
づ
く
り
を
促

ＩＦ詞

口
滞
瀧
環
境
問
題
に
適
切
に
対
応
し
得
る

へ祇孜国
のＩｉｉＲの自へ、を不整る奇の
極的向給約自ど’１１術た産対
換なｌＺｉｉｉｌ六給の食、め廃策
な施を科十飼肋物化の粟を
どｊ１Ｉｌ又Ｉの=料成な製タピ物拡
ををる生億の僻ど製亡の充
促、ｉた膿円増慨のIIil家円す
進じめ．－産を唯保濡滑る
すた、ス辮肥符冷な‘
る，蔚堆卜ず化施1'１処
措位きのる施設保理
tl'ｉ′ｉ２ＩＩ刀低゜設の符を
を’購う減の整施椎
論戦肥や絡備設進
ずll11の品ｉｉｉ、のす

成
等
堆
肥
セ
ン
タ
ー
畔
憾
能
の
強
化
摺
粧
、

術た理施巌境チ雌那Ｎ帝’１１１搬ス店
なめをす経’11］１備術排［Ｉｆｉ７ｆ卜城
どの効る営題ムを環せ紙、ツ流
の悪率との仁に誠）ｕつな食クｉｎ
Ⅲ］呉的と周つよず畜物ど，Ｍポ促
発肋かも辺いるる産のの残イ進
・１こつに環て畜・シ良敷さンの

蝋技低・境の瀧彗ス蜜料の卜だ

'i繊騨#蝋
蕊轆雛鰯戦

経
徴
符
皿
技
術
の
研
修
に
よ
る
人
材
行

右
機
滞
産
の
検
制
を
実
施
す
る
．

施
し
て
い
る
生
産
者
を
支
援
す
る
た
め

飼
料
雄
盤
に
立
脚
し
た
酪
農
経
営
を
礎

４ 



①
肉
川
牛
肥
育
経
営
の
所
得
低
下
時
に
そ

実
施
す
る
．

口
肉
用
牛
経
営
の
安
定
対
策

（
約
一
一
一
百
二
十
三
億
円
）

期
低
利
の
借
換
資
金
の
融
通
な
ど
を
継
絲

実
用
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
優
良
雌

牛
か
ら
優
良
な
後
継
牛
の
化
産
を
促
進
す

る
た
め
の
交
配
、
受
精
卵
の
採
取
、
移
殖

に
対
す
る
奨
励
金
の
交
付
を
行
な
う
。

び
養
豚
経
営
の
体
質
強
化
雌
び
に
後
継
綴

Ｈ
負
債
対
策
（
融
資
枠
（
十
三
～
十
七
年

度
）
八
百
億
円
）

を
図
る
た
め
、
雌
雄
の
産
み
分
け
技
術
の

る
助
成
、
持
続
型
草
地
畜
産
の
普
及
の
た

め
の
推
殻
を
識
ず
る
。

四
、
家
畜
改
良
の
推
進
及
び
飼
養
管
理
技

術
の
高
度
化
（
約
十
八
億
円
）

に
必
要
な
経
践
に
つ
い
て
助
成
す
る
。

ま
た
、
公
共
牧
場
の
再
編
統
合
の
推
進
、

広
域
的
な
利
用
体
制
の
確
保
を
脚
る
と
と

も
に
、
Ⅱ
木
型
放
牧
を
推
進
す
る
た
め
の

公
共
牧
場
な
ど
を
活
用
し
た
取
組
に
対
す

の
経
営
継
承
の
円
滑
化
を
因
る
た
め
、
長

五
、
畜
産
経
営
対
策

稲
わ
ら
な
ど
籾
飼
料
の
供
給
や
稲
ホ
１
ル

を
行
な
う
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
対
策

す
る
と
と
も
に
、
打
力
的
な
繁
殖
技
術

ク
ロ
ッ
ブ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
給
与
笈
証
腿
示

る
と
と
も
に
、
粗
飼
料
生
躍
基
盤
の
拡
充
、

総
営
の
継
続
に
必
要
な
経
悩
の
補
て
ん

出
荷
、
疫
定
販
売
体
制
の
整
備
を
推
進

単
位
に
所
得
の
低
下
の
穏
度
に
応
じ
て
、

の
総
営
安
定
を
図
る
た
め
、
郁
遊
府
県

負
債
の
佼
遮
が
附
雛
な
人
家
畜
経
営
及

生
麓
コ
ス
ト
の
低
減
及
び
砧
質
の
向
卜

①値）②
のけ川化肉へ低ど優行の鍵措
改る極産川約．に良種導豚撹
弊生の基牛八ス対を登人のを
、躍索盤の＋卜す極源促振識
乳性牛の‐憶化る豚の遊興ず

騨興i瀞、
鱗

計養育るり｜
画符部たき
的理門めｉｆ
を技に、げ
集術お乳と

①
養
豚
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
の
地
域

蛎
業
を
実
施
す
る
。

②
肉
川
牛
の
生
産
拡
大
を
同
る
た
め
、
肉

専
用
種
に
つ
い
て
繁
殖
雌
牛
を
計
画
的

に
蝋
頭
す
る
経
営
体
に
対
す
る
助
成
を

戈
施
す
る
。
ま
た
、
子
牛
価
格
低
落
時

に
お
け
る
繁
殖
雌
牛
の
維
持
・
拡
大
に

対
す
る
助
成
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

黒
毛
和
祇
に
つ
い
て
は
前
年
と
同
様
、

子
牛
価
格
が
二
十
五
万
円
を
下
回
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
価
格
低
落
の
程
度
に

応
じ
た
助
成
を
行
な
う
。

曰
養
豚
経
営
の
安
定
対
策

（
約
七
十
六
億
円
）

笈
施
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
に
お
い

肉
豚
唯
艦
安
定
基
金
造
成
事
業
を
継
続

上
な
ど
の
た
め
の
活
動
に
対
す
る
又
榧

て
展
附
さ
れ
る
生
産
拡
大
、
生
産
性
向

ＫＬ可

互
助
制
度
の
創
設
に
対
す
る
文
援
惜
祇

を
誠
ず
る
。

ロ
ョ
ー
ネ
病
、
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
清
浄

口
口
蹄
疫
鞭
海
外
悪
性
伝
染
病
の
発
化
に

六
、
家
畜
衛
生
・
畜
産
物
安
全
対
策

（
約
四
十
七
億
円
）

Ｈ
豚
コ
レ
ラ
撲
滅
の
一
環
と
し
て
ワ
ク
チ

ン
接
種
中
止
後
の
再
発
生
に
対
応
し
た

轆
産
稀
な
ど
に
よ
る
自
宅
的
な
互
助
制

度
へ
の
支
援
措
撹
、
豚
コ
レ
ラ
ワ
ク
チ

ン
桜
稚
中
止
経
営
の
術
化
符
理
水
準
の

向
上
対
策
を
識
ず
る
。

② 
る飼飼産平に流木推化
・科料ふ成対通短進の
袷をす＋すの角な促
炉利まｌｌＬｌる安種ど進
技Ⅱ］制年助走等の、
術し度度成、地措肉
のたの未を雄方殻１１１
普効廃を行旗特を′卜
及率止「１を活定離へ
・的に途う動品じル
安な仲と゜な菰るパ
蒜白いしどのほ｜
を家、たの生か活
進配代専文産、勤
め介勝増援、１１の

け
る
共
同
利
川
巾
両
鹸
施
設
の
整
備
、

組
織
的
下
防
接
種
を
推
進
す
る
。

化
、
家
畜
集
合
施
設
及
び
主
産
地
に
お

備
え
た
生
産
省
な
ど
に
よ
る
自
主
的
変

の
導
入
と
効
率
的
な
肥
育
技
術
の
定
鋳

Z二可

唱
囚
朧
食
肉
の
市
場
競
争
力
の
確
保
を
図

、け品笑供稲肉成動ス
苑１６１-'二の提各食作旙マ

ト）

蕊澱;:ｌＭＭＩ令
窪綜溌潅
卿鰕藤デルポを
……)塚ｉｉ
驚蝋蝿

七
、
食
肉
の
加
エ
・
流
通
・
消
費
拡
大
対
策

（
約
百
十
一
億
円
）

成
を
行
な
う
。

肉
処
理
施
設
の
擬
備
推
進
に
対
す
る
肋

化
、
術
化
水
準
の
闘
い
モ
デ
ル
的
な
食

る
た
め
、
食
肉
処
理
施
設
の
再
編
合
理
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円
満
な
取
り
決
め
で
経

家族協定調印式
ＦＰ■ 

L■ 

第
二
十
一
回
家
族
調
印
式
（
中
標
瀧
川

膿
業
委
員
会
主
催
）
が
十
一
月
二
十
四
日
、

中
標
津
町
役
場
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
経

営
移
譲
を
受
け
た
十
組
の
家
族
（
二
家
族

欠
席
〉
が
、
農
業
委
員
、
関
係
機
関
が
立

ち
合
う
巾
、
農
業
継
承
者
が
将
来
に
わ
た

っ
て
農
業
経
営
に
精
進
で
き
る
よ
う
、
家

族
間
で
経
営
の
全
権
を
移
譲
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
円
満
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

調
印
式
を
行
な
っ
た
方
々
・

佐
藤
フ
サ
子
さ
ん

高
騰
昌
信
さ
ん

齊
藤
哲
雄
さ
ん

中
本
ト
モ
さ
ん

清原さん

本多満
多川原

￣￣－－二．－.一一一一一一一・‐.‐。.‐－－

２１回家族協竃調印式「TiT字
猿=、

911’ Ｉ 俊賢
萠夫_
さささ
んんん繍偉

＝〒『□ご談

，＄ 

Ｉ’ 

中
浦
腿
雄
さ
ん

途
燦
与
良
二
さ
ん

松
木
正
皿
さ
ん

【
｛

Y蟹

譲
○ 

多田さん 撞騒さ人
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韓｜
聯Ｉ

ｺﾞｾﾞｰ団

～ Pシ

高橋さん 中本さ人
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ヨ

寒暑対策と換気

北根室地区農業改良普及センター

十
二
月
に
入
り
、
寒
さ
も
本
格
的
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
寒
く
な
る
と
「
牛
舎
内

の
水
榊
が
凍
る
、
あ
る
い
は
パ
ー
ン
ク
リ

ー
ナ
が
凍
る
」
、
「
搾
乳
が
つ
ら
い
」
と

言
う
理
由
か
ら
牛
舎
を
締
め
切
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が

乳
牛
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
な
っ

て
い
ま
す
。

｜
、
パ
ド
ッ
ク
で
の
管
理

生
乳
生
産
に
影
響
を
及
ぼ
す
気
温
の
範

囲
は
マ
イ
ナ
ス
一
三
度
か
ら
一
一
七
度
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
（
表
二
・
こ
の
こ
と
か
ら

乳
牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
〉
は
比
較
的
寒

さ
に
は
強
い
よ
う
で
す
。

搾
乳
以
外
の
時
間
、
あ
る
い
は
昼
間
の

数
僻
間
で
も
パ
ド
ッ
ク
な
ど
の
低
温
環
境

下
に
さ
ら
さ
れ
る
場
合
は
、
体
を
維
持
す

る
た
め
の
養
分
要
求
披
が
増
加
し
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｈ
乳
般
が
二
十
七
篭
の
乳
牛
で

は
、
マ
イ
ナ
ス
’
○
度
で
一
○
訂
、
マ
イ

ナ
ス
二
○
度
で
二
○
計
養
分
要
求
飛
が
墹

加
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
よ
り
マ
イ
ナ
ス
’

○
度
以
下
の
低
温
時
に
は
、
濃
厚
飼
料
の

給
与
比
率
を
商
め
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま

す
。表
二
に
牛
の
風
・
寒
冷
指
数
に
つ
い
て

示
し
ま
し
た
。
こ
の
表
よ
り
牛
は
寒
冷
時

の
風
速
に
よ
っ
て
、
実
際
の
気
温
よ
り
も

寒
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
よ
り
気
温
だ
け
で
な
く
、
風
速

も
考
慮
し
て
体
の
維
持
の
た
め
の
養
分
噸

給
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

二
、
牛
舎
内
の
管
理

Ｆ可

こ
れ
ほ
ど
気
温
の
下
が
ら
な
い
牛
森
内

で
も

①
し
ば
ら
く
パ
ド
ッ
ク
に
い
て
体
が
濡
れ

て
い
る

②
牛
床
の
敷
料
が
湿
っ
て
い
る

③
牛
舎
内
の
す
き
ま
風
が
牛
体
に
直
接
洲

た
っ
て
い
る

こ
れ
ら
の
場
合
、
牛
は
体
湿
を
急
激
に
下

げ
ら
れ
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

ま
す
。
パ
ド
ッ
ク
内
に
風
雪
を
避
け
る
場

所
を
設
け
た
り
、
牛
舎
内
の
す
き
間
風
が

直
接
牛
体
に
当
た
ら
な
い
工
夫
や
、
濡
れ

た
敷
料
の
こ
ま
め
な
交
換
を
心
が
け
ま
し

よ
、
７
。

ま
た
、
低
温
時
に
は
水
桝
な
ど
の
給
水

施
設
が
凍
結
し
、
允
分
な
飲
水
科
が
確
保

で
き
な
か
っ
た
り
、
凍
結
し
た
サ
イ
レ
ー

ジ
の
総
い
な
ど
に
よ
る
嗜
好
性
の
低
下
も
、

乳
舐
減
少
の
原
阿
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
た
と
え
寒
い
冬
で
も
牛
舎
向

に
新
鮮
な
空
気
は
必
要
で
す
。
換
気
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
牛
舎
内
の
汚
れ
た
空
気

と
湿
気
を
舎
外
に
追
い
出
し
ま
す
。

冬
の
換
気
の
〃
法
と
し
て

①
風
下
の
ド
ア
を
開
放
す
る

②
比
較
的
気
職
の
高
い
昼
間
に
換
気
を
行

な
う

③
換
気
鯛
を
使
っ
て
強
制
換
気
を
行
な
う

い
ず
れ
の
場
介
も
牛
舎
向
の
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
こ
と
が
正
要
で
す
。

ま
た
、
パ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
や
ウ
オ
ー
タ

１
カ
ッ
プ
な
ど
が
凍
結
す
る
よ
う
な
ら
ば
、

戸司

断
熱
対
策
の
兄
皿
し
が
必
要
で
す
．

表２牛の風･寒冷指数(Webster） 表１家畜の適温域と生産環境限界(=付氏1981）

無風時の風迷を加味したﾂﾞﾐ効温度.Ｃ

Ａｉ温℃Ｌ65※３．３５５－５０
生産環境l鰹界

適温城 低温 ｡￣、白rp 

｢L２Ｉｉｍ 
、

が
』
。

ｒ
ノ
ｒ ４ 

０－９－１４－１７ 搾乳牛(ホルスタイン） O～20℃ －１月℃ ２７℃ 

－１０－２０－２６－３０ 
行成’卜 4-20℃ -10℃ 32℃ 

－２０－３２－３８－４４ 

－３０－４３－５２-59 １１１１i孔子'卜 １３～25℃ 5℃ ３０～32℃ 

醗脳連､ｍ秒

７ 

無風時の風速を加味したﾂﾞﾐ効温度℃

女i温℃￣、5※３．３５５．５０

10２．－２－４ 

０－９－１４－１７ 

．‐1０－２０－２６‐-３０ 

－２０‐3２－３８－４４ 

－３０－４３‐５２－５９ 

L'三塵環境限界

適温城 低温 -口｡､白
lＨＪ１ｍＬ 

擁\L｣Ｆ(ホルスタイン） 0～20℃ -13℃ 27qＣ 

行成’１葛 4-20℃ -10℃ 32℃ 

ノＺ･

Ｉ￣ 13～25℃ 5℃ 30～32℃ 



良い品質を保って、
産地間競争に勝残る。

役員視察

|研鱈報
全
ロ惨

去
る
十
一
月
二
日
～
五
日
ま
で
の
日
程
で
、
役
員

研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
岡
山
県
灘
崎

町
で
開
催
さ
れ
た
第
十
一
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
に
出
陳
さ
れ
た
佐
々
木
昭
雄
氏
の
激
励
応
援

と
共
進
会
視
察
。
ま
た
、
今
後
の
乳
製
品
エ
場
の
運

営
に
参
考
に
資
す
る
べ
く
、
早
く
か
ら
直
営
プ
ラ
ン

ト
を
持
ち
、
名
実
と
も
に
鳥
取
県
の
酪
農
生
産
団
体

と
な
っ
た
大
山
乳
業
農
業
協
同
組
合
視
察
。
そ
し
て
、

中
標
津
産
大
根
が
、
試
験
栽
培
の
時
期
か
ら
指
導
を

う
け
、
そ
し
て
そ
の
大
部
分
を
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ

ー
を
通
じ
て
、
取
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
京
都
青

果
合
同
株
式
会
社
を
視
察
し
て
来
ま
し
た
。
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管理購買委員長理事藤井美智夫

'■、

る祝お奥’）改こす優佐熱まのりたいｌｌｑ八一ちべ’）悠場た共なの築本を′l=て
市翌いで様、良のば等々）減つ共まがう部部＃ljがンで<は゜が翌い版きで｣qｌ産い
場１１噸はを本にこら波イｃをた逃し、こに、．染トし、、１１ＩｌｌＩｌ１１か元あ販念しる
の、しな始人対としの氏兄、会た牛と川雛鋪しがた足iiiiliF1催、と網げだに、と
なＩＩＬ上いめばすはい=の学優視・舎で陳)しこん繰｡元日をさ岡感ばてさき処の
か標げか、勿る、成番緒す秀察ロに、さ郁郁で’）まをま型れ１１」じ、きれ「１理１F
で津まとご論努佐継手来るなで程激出れの、い店た気でぬるＴＩｊまやたて（しで
、産す忠家、力々をとにこ牛しの励場る辮第まげ、仁の立灘|ﾉﾘしは技いう、当
一人.い族そと水あいつとたた郁には佐讃六しらＭＨし耐て崎のたｌ）術ま’卜Ｗｉ酪
番根まのオＬ熱氏げういがちが谷伺あ々が部たれ場なのてllリホ゜大のす乳費農
取をす惠を意のらこてでの、１名いり木行、。、でがた雛にテき籍。←杵家
扱｝{｝゜ぴ支の優れとはき緊全、、ま氏を第当多はらめ備向ルを横長とへ}÷１
い荷心もえ賜年まで、ま張国、'１腿せはわ上１」〈多の小さかか強と平し届ら
間しかひら物のし、兄Ｌ感かn脚ん遡れ（|Ｉ（よの彩公はれいらlLl：、かてけの
のてらとれで乳た大。'\たあらだをでⅡ、、、人な場けたま、で狐けｉＪＵｉる手
多いおしたあｚ'二゜変、｡る集け折しと鏑輔輔たイ巡が全し倹は〔’てｌＩＬで‘

８ 
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残念な出来秋と
新しい年へ。

ごi=」１Ｋ北らのをう１ｋ背荷｜‐驚腱１１『しい
産で海れ狐ま述よべ、台行いとにた）１（
地し道て持たんうらエがとた共、。＃'１
とた塵いのセでにれンついの仁グリＩｆ１ｌｉ
い･かまノ!；りい、たジいうがｉｌｊＩ」采梨
う）}くらしで場まか多ンた屯、場ｌＩＩｆ今
こ都本た小でしな極音充勤縦をン場ｉｉｉ］
とは州・物はたり多で紅ェＩＣ横兄ハと株
で、物大野、゜の１，ｔし式荷無学｜い式
、卯へ根菜活スのた－１１エ尽しトう公
取１２のはが気ピ野・のへ仁まナこ社
扱川移時セあ｜菜所ブーｉｉｊｊし｜とを
いつ行期りるドのせし`1,Aきたので･祝
,街け期的にセでＩＭＩまｌほ回・商、察
はもとにかり野をしキどるまＨ１朝し
１１のの、け人菜ぬとのの１m[ず社ノくま

￣ 

高橋 勝義中標津町農協代表理事組合長

収作」を病）ＩべざほたｌＬ巡紀jMl
lML物、博に、しせかが作さら」I土谷今

共にビ山は変がる成、業てせ後貝ｒ

雛澱iii雛

騨輝i蕊

ｂ統つつ今後寵そ務い場クトつにＩＩ１ＴｌＷｌＮ
良くていイ'三の１１’し所るででてよ心場で
いときては兄幣笈でとののきるででト
物のてい今辿務『Ｍ１断（のIlili流て収はの・ソ

標,,１，１澱,上郷撫鰍：'２洲Ｚ

織鰈議脚潅丙勵薩

i溌蕊蝋

P己可

の援のつめ経行政戯、１１が検し
過食、変て、街へ策二きし、今討た

':〔灘lLii織繊上キィポネ髄淡
地応の対.まくつみ｣YflUr忠年度、要年
lＸえ強応すＩiiiめつが紀つ度の常と度

撫#し:！`偕蕊蛎鰍鱗瀦
談く脳1将協てたり｜Ⅱけ'）両、ii】'iてけ
会所リ米ともＩヨまさてま樹反のお新
を作、をしららすれ、す立省作りた
Ｉ１Ｈで組凡ていのが、国゜に、成まな
I||；す谷j、もた［１、具のｉＷ課11,|「す収
し｡』ｉし、い機自体lliリか題期゜組
、皆た時とをら的度しをでみ
農様文代願定の移、て終すの

ｌ 

■ 
｡9$ 

ｿＥｙＴ啼

つ1ノリ中たきがき
たど標・るした
がこｌｌｔまだやい
、で･人たけすし
そも根、残い
ｵし犬のｉｉｉしし良
に催１１１２１１[て､い
）ＡｌのIIlli部いセ物
す影と良きりは
る粋しかたにそ
対でてらいつれ
ｌ１ｂｉｈＡ、はといな
、度今、のてり
Ａ１が年今Yliiはの
策悪は年で、,;1'
がかｊｉｉのしで,mｉ

（
煙

私候ｌＭさをノ」い現期計ど間協
のに米れ迎寒をＩ）｝}'１に両農報地の
今恵ま、えさおま米向に協告iir躯
年ます腱るも願するけ沿のさ恢業
のれ様やこ－いの様、つうＩＦせ支慨
忠ま、かの段111で、史た業て払要
いすまな時とし、役に進収戴ilil］、
のよた新期厳上今聯｢汁捗支き度ク
ーう来年、しげ後fiiTIiiで仁まのミ
端心年を瓜くまの共以あっし取力
とよこ迎邪、すごに」こりいたリン
政りそえな本・父努のまて。紺状
し折はるど格暖力成すはみ祝
ま念良こに的・し果が、Jlf、
すしいと注なごてを、ほ項１１１
゜、天が感冬脇ま実下ぽなⅡＩ

い
め
早
め
に
う
て
た
も
の
か
、
そ
れ
な
り

の
品
蘭
を
保
て
た
の
で
は
な
い
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
品
磁
が
安
定
し
て
い
れ
ば
、

そ
れ
な
り
の
安
定
し
た
価
格
鴨
が
得
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
諦
し
で
し
た
。
前

川
氏
は
今
春
、
波
培
祇
習
会
に
巾
標
那
に

こ
ら
れ
た
堀
も
あ
り
、
中
標
津
の
生
瀧
粁

の
熱
懲
を
感
じ
て
い
る
し
、
期
待
も
し
て

い
る
し
、
そ
の
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

農
協
と
し
て
も
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
し
、

泣
内
の
瀧
地
間
競
争
に
勝
ち
残
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
Ⅱ
の
夕
〃
、
京
采
の
別
館
に
て
懇
親

会
が
も
た
れ
、
人
変
右
意
義
な
Ⅱ
を
過
ご

す
巾
が
で
き
ま
し
た
。

以
ｔ
、
耐
耽
で
す
が
報
打
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

'9 



絵
本
大
好
き
な
元
気
っ
子
。

戦
～芯。．..・・

趣=麺鋼i函雌調

！■Ｉ 

さ
た
お

北
進
地
区
遠
藤
勝
美
・
晃
子
さ
ん
ご
た
脈
塞
次
男
定
雄
く
ん
（
筬
ル
ヵ
几
）

｢｢ 

灘
一

ﾛ■ 

「可、

Ｉ 

１ 

－－■ 

－ 
－ 

戸司

L. 

ミニカーは種類もいっぱい持ってるよ

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
ノ
人
‐
川
の
人

気
帝
は
、
北
進
地
区
に
お
仇
ま
い
の
逮
藤

定
雄
く
ん
で
す
。

定
雄
く
ん
は
、
脚
の
ト
ー
人
兄
弟
で
、

お
兄
ち
ゃ
ん
が
い
る
ん
だ
よ
。
お
兄
ち
ゃ

ん
の
宏
椰
ぐ
ん
と
は
、
た
ま
に
は
ケ
ン
カ

も
す
る
け
ど
、
い
つ
も
は
絵
本
を
貸
し
て

く
れ
た
り
、
と
っ
て
も
な
か
よ
し
な
ん
で

す
。
そ
の
せ
い
か
、
定
雄
く
ん
は
、
絵
本

が
人
好
き
な
ん
だ
よ
。
励
物
絵
本
や
乗
り

も
の
絵
本
な
ど
が
、
今
の
一
瀞
の
お
錨
に

入
り
と
か
。
水
の
中
の
絵
を
凡
て
「
こ
れ

功
３
』
』

何
？
」
と
マ
マ
の
晃
子
さ
ん
が
川
く
と
、

「
ロ
ー
ラ
ー
」
と
元
気
に
籍
え
る
定
雄
く

ん
。
ま
だ
２
歳
前
と
は
、
思
え
な
い
ほ
ど

し
っ
か
り
溝
の
定
雄
く
ん
だ
ね
。

ま
た
、
定
雄
く
ん
は
、
趣
池
の
入
っ
て

い
な
い
お
も
ち
ゃ
を
発
見
。
マ
マ
の
晃
子

さ
ん
が
「
定
く
ん
、
通
池
も
っ
て
き
て
１
」

と
．
．
ｎ
う
と
－
Ｎ
故
、
遮
池
を
取
り
に
行
く

ｴｰｰ､ 

飽池を入れに行かなくっちゃ－

定
雄
く
ん
。
そ
し
て
、
き
ち
ん
と
嘔
池
を

セ
ッ
ト
す
る
ん
で
す
）
さ
す
が
は
冊
の
勿
壯

だ
ね
。
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
る
ん
だ
ね
。

そ
ん
な
し
っ
か
り
臆
の
定
雄
く
ん
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
武
行
さ
ん
が
人
好
き
な

ん
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
外
か
ら
州
っ

て
く
る
と
、
「
じ
い
ち
ゃ
ん
ノ
」
と
玄
関
ま

で
迎
え
に
出
た
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
後

を
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
つ
い
て
歩
く
定
雄
く

ん
。
そ
し
て
、
速
く
離
れ
た
場
所
で
、
お

化
噸
し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
兄
つ
け

る
と
「
じ
い
ち
ゃ
－
ん
」
と
呼
ぶ
定
雄
く
ん
。

と
っ
て
も
か
わ
い
い
ね
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
、
虻
も
思
わ
ず
、
ｒ
が
り
ま
す
。

家
族
み
ん
な
に
愛
さ
れ
て
、
す
ぐ
す
ぐ

健
や
か
に
火
き
く
巻
あ
れ
。

１０ 

萱
lＩ 灘



でん原馬鈴しょの
搬出､順調に終る。

高温･多雨により
収量予想を大幅に

下回る。

てん菜の生産実績

しも年ﾉしり火な
たに＿’,,Ⅱ,,,Mど商(1)'｢平
。iii七一ｌｌｑ仁の温/《二成
年.平．Ｉfヅビ｡「1十十
を○均ＨｌｍＡｌ乞多で三二
下訂糖ｌＪＬ１Ｉ）にiil:Ｔ終１１イ'二
｜､’一分」、よの「か躍
ると－へ平Ｉノ彩致らて
結収六ｉｉｉ均、粋し姑ん
采１，ｔ.〈12収収でまま紫
と、六ＪＩｌ１ｔｊｉｔ、しりの
なｌＷｉ訂一が-]鬼根た、川
り分へ、稀想腐。＋術
まと前三，'１を病一が

区１

た几八米ご３なものくへＩｌｌＨし
゜下行でた協まつど九彩人終今ｌＪＬ１調よ「ｌＴ
１ｉ三ん本ノｊたな防月響風「年卜に搬斜

其klii隣て;ず繍鰹鑑ＭＩＩ蝿
と峰iliiAIllliikを,鰹認ｉｋｊ幽蒋illi臘
嫌緋幽M}屯＃}“#しｔ無江蝋
結粉はし搬にあよそかで了れ－へ

と数＋げす、繍豈ｌｆ,|蝋脅鱗』窪
;騨織耀艫蒋織

Ｆ■ 

「

『
』

二
月平
年
に
比
べ
、
冬
型
の
気
圧
配
粧

は
長
続
き
せ
ず
、
気
撒
の
商
い
Ⅱ
が

多
い
で
し
ょ
う
。
Ⅱ
水
源
側
で
は
平

年
に
比
べ
曇
り
や
評
の
Ⅱ
が
少
な
く
、

そ
の
他
の
地
方
で
は
天
気
は
周
期
的

に
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

いるそイドなに
でⅡのにし、寒冬月
しが他比で気型
よ多のべしがの
うい辿錘よ人気
･で､ノノリうり１[：
して､や。ま配
よはtlfⅡすＷこ
う平の水がと

典hii)lL鰄・な

＃鱗＃

いぞ本人配十可
での海るＷｆ低二能
しilLI111Iで．と笂月性
よのでしなllHの
う地はよりの大
゜方錐う‐皿き
でり゜ｌｌＪｆ過な

'灘：：
態鯛↓
多、、ロが１１Z

十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
の
概
要

．
－
『
力
川
平
均
気
柵
は
、
平
年
並
か

商
い
可
能
性
が
大
き
く
、
そ
の
確
率

は
と
も
に
Ⅲ
「
一
評
で
す
。

二
力
Ⅱ
間
降
小
破
は
平
年
北
で
し

よ
、
７
。

Ｓ
力
同
予
報

ノ

1111 



樫ｈ 

扇＝霊雲冨・トー」

■■ フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
た
中
標
津
の
乳
製
品
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
。
北
海
道
物
産
展
に
出
展

－－－言ﾛロ

■鑿

中
標
津
の
乳
製
品
と
じ
ゃ
が
い
も
を
北

海
道
物
歴
展
に
出
腱
、
販
売
を
行
な
い
ま

し
た
。

１。

ご
■
■
グ
ー
ｒ
二
・ ､N霊

一
ジ

鑪、
さ▼

＝￣ 

の

ｈ丑。

Ｊｉ１ 

iii 
夢 ．

ｆ
二

一・ｑ閂

ｌ
‐
 

０
 

一二

鐘雲:苧-Ｍゴー

卿輔

i篝臺/１１戸
■

｢乾乳牛管理と高泌乳牛の維持管理について」の勉強会

中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
（
会
艮
久
保

剛
）
の
今
年
度
勉
強
会
が
十
Ⅱ
二
十
Ⅲ
、
、

十
一
Ⅱ
ニ
ト
．
Ⅱ
の
両
ｌ
Ｊ
Ａ
人
会
議

顎
に
て
Ⅲ
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
同
ｎ
は
酪
対
の
協
礎
を
い
た
だ
き
、

「
乾
乳
牛
樒
型
と
商
泌
乳
牛
の
維
持
符
理

川札さ‘縦さ西
IIL|）lIlMillq幌）】いⅡ浜Ⅱい十武
年五「ＩＴＩ」＝Ｚか、ル（、か）］両
｢１１１Ｔｌ了Ｉ越十歴Ｉ）し１忽／（1篭三ｆｔ
と、民｝ホリリ枇年百11ニノ'１１１府
な１．祭）ｌク１１須！］１１ｔ［I11Iili、池
る＝リ三レ、ｆＩ－ｌ１ｉ－店四袋
MLj年一トン初府へ-年應
武１１卜Ⅱ収一へ１．卜’１へ
ｉＫｉ－－、種}）！）］￣九
賃）］／《祭）１ＩｉｌｌＬ１）］
1,t「三１１二へ}［［１１二
池１１［１十八１１十
袋１－）ＩⅡ十十七
１１tす１－二ＩⅡ）］１」
で.－‐１－－１‐１－十Ｉ

環
境
か
ら
栄
養
・
世
界
の
酪
農
情
勢
の
勉
強
。
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
勉
強
会

'三、

いもはてヤリほどノ|ニザしりは

ｌＬ１【'ｌお回りインで好・Ａ１１ｊム｜ﾀﾞ|’
た評、今おか｜どが乳製１，

鱗:::騨織ビ
僻濯:甑鰈耀ｽ<や１１２ない人．、での．でク暑

溌蕊；

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
徽
師
を
黒
崎

尚
敏
氏
（
ト
ー
タ
ル
ハ
ー
ド
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
代
表
）
を
招
き
、
環
境
か

ら
栄
養
伽
ま
で
の
説
明
が
な
さ
れ
、
ま
た
、

行
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
参
加
荷
か
ら
要
望

が
出
て
い
ま
し
た
。
二
回
Ｈ
は
「
阯
界
に

於
け
る
改
良
椛
情
」
を
テ
ー
マ
に
、
荒
木

敏
彦
氏
（
Ｊ
、
Ｈ
、
Ｂ
、
Ｓ
）
を
招
き
、
世
界

の
酪
農
情
勢
、
極
雌
牛
愉
報
に
つ
い
て
行

な
わ
れ
、
計
根
別
同
志
公
か
ら
も
参
加
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
米
年
度
の
勉
強
会
も
期

徹
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
ど
ん
参
加
ｒ
さ
い
。

戸云

取
扱
い
脱
棋
・
耐
祇
は
少
な
い
で
す
が
、

来
年
度
は
中
標
津
産
じ
ゃ
が
い
も
で
独
占

的
に
販
売
し
て
い
た
だ
け
る
お
話
し
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
会
場
で
は
澱
笂
の
彩
騨
を
Ⅸ
映

し
て
か
、
各
店
の
物
藤
展
総
売
上
げ
が
脚

並
み
昨
年
の
一
一
～
Ⅲ
割
減
な
の
に
対
し
て
、

中
標
津
コ
ー
ナ
ー
は
－
１
二
割
減
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
厳
Ⅱ
の
よ
う
に
米
て
く
だ

さ
る
お
容
様
も
お
り
、
“
な
か
し
く
つ
〃
の

フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

６
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
フ
ァ

ン
を
恥
や
す
よ
う
、
商
品
づ
く
り
、
お
窯
様

へ
の
対
応
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
し
っ
か
り
と
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

０－、ｇ
▽! i鯛戴|織鋼im

OHEB 

感厨jl-曇FIP！
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I世界に於ける改良事情｣鼬競合
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暮
ら
し
の 冷蔵庫を整辺Ｍ１

しよう

知
戸司

L■ 

■ 

家庭でできる保存

北根室地区農業改良普及センター

｜
ｌ
』

▽
食
品
の
冷
凍
（
前
処
理
）

食
船
を
冷
凍
す
る
に
は
、
以
下
の
注
意

が
必
典
で
す
。
食
品
を
凍
結
す
る
の
は
、
船

賃
変
化
を
防
止
す
る
た
め
な
の
で
前
処

理
が
必
要
で
す
。
食
肋
の
洗
浄
、
切
断
、
不

可
食
部
の
除
去
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
行
な

っ
て
お
く
と
調
理
す
る
と
き
に
便
利
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
野
菜
類
は
、
加
熱
処
理
を

し
て
か
ら
冷
凍
す
る
と
良
い
で
す
。

野
擢
の
中
に
は
、
加
熱
処
理
を
し
な
く

て
も
、
色
、
風
味
の
劣
化
が
ほ
と
ん
ど
な
い

品
Ⅱ
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ピ
ー
マ
ン
、

キ
ュ
ウ
リ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ハ
セ
リ
な
ど
で
す
。

十
分
に
洗
浄
し
て
か
ら
冷
凍
し
ま
し
ょ
う
。

果
実
は
、
砂
糖
を
加
え
る
こ
と
で
、
加

熱
に
よ
る
風
味
低
下
、
肉
質
劣
化
を
防
ぎ

ま
す
。

水
産
物
は
、
洗
浄
や
塩
水
処
迦
で
災
み

を
除
去
し
ま
す
。

▼
食
品
の
冷
蔵

短
期
貯
蔵
や
凍
結
に
よ
る
変
質
の
大
き

い
食
品
に
、
冷
蔵
を
利
川
し
ま
す
。

肉
や
魚
な
ど
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、

冷
蔵
砿
の
中
の
他
の
食
砧
に
肉
汁
な
ど
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

青
果
物
の
中
に
は
、
一
定
温
度
以
下
で
、

あ
る
期
間
貯
蔵
す
る
と
低
温
障
害
を
起
こ

す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

温
帯
も
し
く
は
熱
幣
原
産
の
サ
ツ
マ
イ

モ
、
バ
ナ
ナ
、
ミ
カ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ト

マ
ト
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
ナ
ス
、
オ
ク
ラ

な
ど
で
す
。

省
エ
ネ
の
た
め
の
上
手
な
使
い
方

▼
熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら

食
品
を
熱
い
ま
ま
入
れ
る
と
、
応
内
職

に刃

すりた▼１１朧な物仁が▼隙ｌｌｊＩ１まがい▼消な流▼ノｊ
るなめ冷冷でらをな端傷替傷1{}'二はす｝''１状周間冷ilIfいれ食食＋Ｉｔｌ)Ｍ
とど、職蔵すパ挟りれんえんが準少・米態１Ｍを蔵しばが品品が閉
効を背庫庫･ツんまてでてだ必、な‐ずでに開庫まか感をの轍が
果年面ののキです、いパ要こぐ般１[1段隙けのすり〈識詰力'１多
的一の放背ンズ。Ｉじるツで部と的気機１１{】て周･でなめめしい
でＩ逝熱面グリ禍気隙キす几もにのすが囲はり込込まと
す二気性もの落刺の１１Ｍン.ｌ左冷ムるほにな、みみす治
。ｕイしをお取ちなムかグニイ「職ダとと適くIii［すす。気
はの高掃りるどダらは十○床に、ん当、内ぎぎが
ルルホめ除特よiWi使冷取惨・のを放どな余がるは逃
除．るをえういい気りの］Ｍ１りり熱無隙分均と禁げ

な－，物

度
が
ｋ
外
し
、
周
り
の
食
砧
の
温
度
も
上

が
り
ま
す
。
熱
い
物
を
入
れ
る
と
屯
気
代

が
ア
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
ド
ア
の
開
閉
は
少
な
く
、
手
早
く

棚
閉
が
多
い
と
冷
気
が
逃
げ
、
消
批
屯

d厩可

る
と
、
冷
気
の

が
均
一
に
冷
え

余
分
な
心
気
彩jmiildlエビIIl 係 杼 法

、ワインやシャンパンを飲み頃に冷やす
お米の保存に適している

＋７℃ ワイン
冷

飲み物や野菜に適している
野菜はラップしておくと良い

飲料
野菜

主な野菜・果実の貯蔵適温＋３℃ 

駈獺 M・ｉ２ﾉ世滴柵
戯

乳製,Y，
麺鮒

(1腐など凍らせたくない食,}i',に
iiiiiしている

＋１℃ チルド
パナナ

サツマイモ

カポチャ

パイナップル

トマト

ミカン

リンゴ

５
３
３
７
０
７
－
 

１
１
１
’
 

一
一
一
一
一
一
一

３
０
０
５
４
４
－
 

１
１
１
 氷蝋-1℃綱鯛|賊と鏑''１１馳謬l1ip:いを

鯛|鷲たり焼いたりする物に適してい愚－３℃ ﾉギーシャル

治

カチカチにi爪らせないので約1～２週ＩＨＩ
鵬ｲjHlll,来る

ソフト冷凍 －８℃ 肉製品 千千

４
０
０
０
 

キ
ッ
ン

》
ネ
ベ
ジ

マ
ヤ
ン

タ
キ
ュ
ー

-1,℃|髄|鵬：蝋…池…、
ilf1li1I 

食,'i/，
保存

１４（ 

'厨

へⅥ

道11.1

＋７℃ 

-1- ℃ 

項

ワイ

飲野

保作法

１１[ワインやシャンパンを飲み頃に冷やす

お米の保存に適している

飲み物や野菜に適している
野菜はラップしておくと良い

戯
チルド

氷拙

＋ ℃ 

℃ 

乳製

麺

）X1介類
向製品

』匹腐など凍らせたくない食,},',に
適している

魚、１AI、その』Ⅱl~1:【?,に適している

ﾙﾘ身などの風味や食感を保つ

論

ノギーシャル

ソフト冷灘

℃ 

℃ 

.‐17℃ 

魚介類
iAj製品

肉製,YＩ

惣菜
アイス

クリーム

鯰た')焼いたりする物に適している

力係
カチにi』〔らせないので約１－２週'''１

}'１,来る

腋'｜

食,’
除イ

の弁:l1j1)の惣菜など、H1し入れが多い
に適している

ぱ１力)]がⅡ変

睡類 貯ﾉ隣適温

バナナ

サツマイモ

カボチャ

パイナップル

トマト

ミカン

リンゴ

モ･モ

タマネギ

キャベツ
ニンジン

ｌＤ３３７０７ｌ ｑＩＬ１ＩＬ１１４１１４ 一一一一一一一３００５４４．１ 
１１１ 

４０００ 



二一

一一

③
学
ぶ
よ
ろ
こ
び
、
遊
ぶ
楽
し
さ
…
青
年
部
の
ペ
ー
ジ

「ＣＨＡＬＬＥＮＧＥ」

始めよう新たな農業のために

もっと農業の良ざを
アピールしよう。

根室地区ＪＡ青年部大会

青年部部長満原孝
-1二
｣Rｎ 

でたいビはば言農彼人の米縦しいら保科れ科’）き』たlﾉﾘし衛場苑とえ術のなはを大

川i蕊溌溌灘1灘
職壜難戦雛蝋繍織辮蝋鰯

‘ロワロ

各支部熱戦でもり上がった大会
青年部ミニサッカー大会 遠｝1１勝

毎弐

ｌ［ 

十
．
川
十
八
Ⅱ
、
行
年
部
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
巾
標

津
町
体
育
館
で
行
な
い
ま
し
た
。

Ⅶ
Ⅱ
、
朝
か
ら
埒
が
チ
ラ
ッ
ク
犬
候
の
巾
、
三
十
分
遅
れ

で
試
合
を
行
な
い
ま
し
た
。
試
合
は
、
支
部
対
抗
職
に
し

て
行
な
い
一
チ
ー
ム
五
人
で
前
半
五
分
、
後
半
五
分
、
各

文
部
と
も
、
熱
し
た
試
合
で
、
人
変
臘
リ
上
が
っ
た
大
会

に
な
り
ま
し
た
。
衿
さ
ん
、
次
の
Ⅱ
筋
肉
術
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
？

な
お
、
ｆ
位
一
「
チ
ー
ム
は
：
位
・
俵
怖
、
二
位
・
艸
幌
、

二
位
・
俣
落
で
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

戸F~－１

'1４ 



曇薑薑萎ま=蕊k9ML 今後も
環境整備を継続。

タ

バ

iiifilIl 
－ 

１J:iUn1M1mMJlli 
Ｌ 

鰯馨一 青年部俵橋支部中）1１ 将

義11llllI
㈹鍾二 ■ 

蕊騨

行
年
部
俵
橋
支
部
は
、
十
一
月
六
Ｈ
に

今
年
度
二
回
目
の
環
境
整
備
蠣
業
を
行
な

い
ま
し
た
。

今
回
は
ダ
ン
プ
三
台
分
の
ラ
ッ
プ
瓢
と

金
臓
、
農
機
具
類
の
産
業
廃
棄
物
を
集
め

処
理
場
へ
運
び
ま
し
た
。

こ
の
事
業
も
今
年
で
三
回
日
と
な
り
、

我
々
部
典
６
回
を
重
ね
る
度
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
、
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
覗
業
を
継
続
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一

１１琶趣 戸司

Ｔｌ 

８Ｐｄ 
－ｌ 

蕊
蝋？‘

Ⅲ 

》ｻﾞ
Z Ⅱ■■ 

１白

効率よく
作業ができました。

匹刃

E』零

i､;ii電！；

青年部武佐支部丹・羽｜鯵ｉｉｌ
可－石

§__ごｚ･宗

今
年
は
い
ろ
い
ろ
と
蛎
怖

が
あ
り
、
例
年
よ
り
か
な
り

少
な
い
、
ト
ラ
ッ
ク
二
台
分

の
ラ
ッ
プ
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を

述
び
ま
し
た
。

横
み
込
み
作
業
は
前
Ⅱ
の

う
ち
に
ほ
と
ん
ど
終
え
て
い

た
の
で
、
午
前
中
に
は
作
業

を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
生
‐
は
、
ラ
ッ
プ
ビ
ニ
ー
ル

な
ど
を
而
汀
露
の
バ
ッ
グ
に

ま
と
め
て
詰
め
て
遮
ぷ
な
ど

し
た
の
で
、
効
率
よ
く
作
業

で
き
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
、

作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ

う
に
、
各
ｎ
で
奴
を
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｉ
ｌ
Ｎ
Ｉ
ｎ
ｕ
に
武
佐
支

部
の
環
境
整
備
を
行
な
い
ま

し
た
。

1５ 



一人ひとりの ● ②
学
ぶ
こ
と
で
身
に
つ
け
た
知
識
。
技
術
を
暮
ら
し
に
い
か
そ
う
…
女
性
部
の
ペ
ー
ジ

夢をもっていきよう。 霊道大会に参加して

井口伊津子

剛
〃､呑区．＿－－q1頁■

司
心
・
■

軒『蝋》

.」

側鐵』

一『響Ⅶ》
Ｉ
 

E 
r 

U 

雪間ニ
ェ

別
比冗 鷲

，
総

駝
蔭
鯉

戸

,（」！ 第45回ＪＡ全道女性大会、

北海道家の光大会が11月８，

９日の両日にわたり、札幌定

山漢ホテルミリオーネを会場

として､参加者600人で行なわ

れました。

当女性部より、横田部長、

事務局、そして私の３人で参

加しました。

L｝ 
戸

尿印、

昂
‐
］
ヴ
ハ
白
Ｌ
■
ｒ
】

ｈ
 

戸
●
■

睡
眠
砥
Ｉ

乃

守

i￣ 

＞U，％ 

ど

、

。
■

■ 6,閑
ヴ

認､、

こ性るけは相○極きあたしま卜衣経しどリパにいてた合うも
十と、米葱、馬二斐二を’）、物Ｉ）八が徴発も、の１つがい、いオう・

學鰯鱗織醗i鰈t;i蕊糾鵬X艇洲

騨譲Ｉ海溌蕊’がで－つトなまつ゜十

また大６１れた未ｉｊｉｉよ
'）｡』|f安がぱ・る司り
、を全治し、物Ｌ、二答

"巳＝q、

鱸

十
二
時
四
十
分
閉
会
と
な
り
、
さ
っ
そ
く

根
室
地
区
は
待
っ
て
る
パ
ス
へ
乗
り
こ
み

ま
し
た
。
外
は
昨
日
か
ら
の
野
で
ま
つ
臼
、

寒
さ
感
じ
る
中
で
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、

パ
ス
は
匠
珠
へ
と
ま
つ
し
ぐ
ら
。
あ
わ
た

だ
し
い
ｕ
程
で
の
入
会
で
し
た
が
、
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

鱸
》 脚鷹

PＳＰﾛ■ 

零
q ｢□ Ｕ

Ｐ
Ｌ
■
比

而
▼

●
■
 

Ｉ 

Ⅱ 

議
匡

'1６ 



■
●
●
□
ロ
●
ロ
■
●
●
●
■
□
●
■
●
■
●
■
■
■
●
●
■
■
■
■
０
●
■
■
●
■
■
ロ
ロ
■
■
■
●
ロ
ロ
ロ
ロ
■
■
■
●
●
●
●
●
、
●
□
●
●
●
●
①
Ｄ
Ｃ
●
●
●
＆
●
●
●
●
●
●
０
０
■
■
●
句
■
●
■
■
●
●
句
句
ｑ
●
●
■
●
⑤
■
ｑ
●
■
■
■
●
句
●
●
■
●
●
●
①
●
●
●
●
■
●
●
巴
■

ハ
ー
ブ
で
仲
間
づ
く
り
。

｢押し花絵ｌの研侮発表を行なうエ藤ヨウさん(右】

北
根
室
地
区
農
村
女
性
講
座

しこは俵師研．女エス
さん大IWif役修’１）性ステト
をで変商を会スｌフテイー・
iWiくで台行は（二スエイバ）ｊ
つれし地な、分作スバルー

舌赫鳫lii蹴り.了い'１

:燭鰯礁
_た￣たるを、む札でポ

鐘i繊
鋤さ泥ｶﾐ瀬|澱Ｍ瞥繩＃だ識のＭ１・村フエ

グ
ル
ー
プ
活
動
っ
て
楽
し
い
ね
。

昼■、

ね
む
る
農
村
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

トーフだん=は飾りつけがお見郡でした

〔

十
一
Ｎ
二
十
上
Ⅱ
、
杵
及
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す

る
、
農
村
女
性
徽
座
が
し
る
く
つ
と
を
会
場
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
当
ｕ
は
、
北
根
室
三
Ｊ
Ａ
か
ら
集

ま
っ
た
、
約
四
十
人
の
参
加
肴
が
、
ハ
ー
ブ
の
染
め

物
に
挑
城
。
識
師
は
、
計
根
別
地
区
で
「
ま
き
ぱ
の
ハ

ー
ブ
」
の
代
表
を
さ
れ
て
い
る
末
広
香
さ
ん
。

ハ
ー
ブ
を
煮
だ
し
、
輪
ゴ
ム
で
絞
り
の
模
様
の

入
っ
た
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
染
め
物
を
完
成
。

ま
た
、
ハ
ー
ブ
盛
り
だ
く
さ
ん
の
料
理
離
習
は
、
ど

こ
か
レ
ス
ト
ラ
ン
の
季
節
の
コ
ー
ス
を
頂
い
て
い

る
か
の
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
や
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
楽
し
み
方
、
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
ま
で
證
企
略
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
溢
れ
る
お

話
し
に
参
加
者
も
「
と
っ
て
も
勉
強
に
な
っ
た
、
｜

人
で
は
で
き
な
い
価
も
、
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
で
き

る
か
も
」
と
、
蛭
爾
幽
越
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ハーブ染めの色はやわらかで心和む

展示交流会も大盛況

''７ 



●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
、
●
●
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
■
□
◆
●
■
□
●
■
。
０
巳
■
０
■
■
■

クリスマスに

間に合うかしら？

女性部パッチワーク教室

長～い露に最初は舌戦(海老子先生･右】

オー

ごクがご作さど人洋細
なり、い１V,がれの節子工十
どスと集を逮も部一先数月
にマて’１１先うＩｉＴＩＬｉＩｉＪ１ノI茗室七
桃スも力成とじは１１を←Ij
lWヒベ楽がすか塵、は招・か

ii蝿鰄#繩ｉ
隣詫雄鰄鰻
撰ｲ雛?ｶﾐ任芒iWA
すの年い゜寧一恕挑た在と
の素は）ﾘ↑参な本城城゜化し

鼬,［郷鳥：iii参鮒
裡辨iiii鞠臘'１１澱
みで、ｌｚｊｌ、徴はた、れ
'予llilM：'ﾐ餓瓦了鮭
か、のすが鴫、/《寸二藤

つ
く
る
楽
し
み
…
多
彩
な
作
品
。

□
●
□
０
■
■
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ひと針､ひと針ていねいに刺していきます

女
性
部
藤
細
エ
教
室

今
年
で
五
年
月
と
な
る
女
性
部
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
救
鼈
。
今
川
も
俵
僑
・
人
西
ふ
み

江
さ
ん
を
招
い
て
行
な
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
年
々
、
め
き
め
き
と
腕
を
上
げ
、

今
年
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
当
初
計
三
回
の
コ
ー

ス
と
し
て
計
脚
し
て
い
た
も
の
の
、
あ
ま
り

の
人
作
に
川
Ⅲ
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
肴
の
作
品
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
化
地

に
変
え
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ら
し
く
ア
レ

ン
ジ
を
加
え
る
な
ど
し
て
、
作
品
を
仕
肚

げ
て
い
ま
し
た
。
岐
終
Ⅱ
は
、
ト
ー
Ⅱ
卜

一
一
一
Ⅱ
で
、
「
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
に
間
に
合

う
か
し
ら
？
」
と
の
満
も
。
み
な
さ
ん
ノ

が
ん
ば
っ
て
ｒ
さ
い
ね
ノ
．

'F=、

おしゃべりしながらも、とても楽しいね 摸臓あみを折りまぜ､すてきな作品に
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一平成13年度

Ｌ別海高等学校
一農業特別専攻科学生

'■募集のご案内

④専攻科とは

くIji攻科は、高等学校を卒業した後継lfや新規就艇肴が

引き続き家業に徒，|Fしながら酪農経↑)↑や技術を学び、人

'１M的を成奨を助け、’''１間づくりをするところです。
〈酪理実践＞

２１世紀の酪農後継者をサポートしますノ

ｅ単位制の導入

１ｺ分の受講したい科｢iをｎ１ｌｌに選択して]1i位を修得す

るシステムです。｜)鵬W科１１は、酪農に関する(!！[門科目、

教養科ロ、！;攻科'二１（ゼミ）があI)ます。また、開i;iWi時

Ｉｌｌ１も'｢前１０時50分から午後211組()分までなのでバリ|夕の乳

牛の笹理作業に従イルながら学1Wできます。

●自家の経営に結びついた学習

１ﾖ家の１V[地、乳'卜に閲する〕lillxiをゼミナールごとに分

かれて取り組みます。また、農業簿記による経営診断も

行ないます。奥季の農繁期（６m～８)j）は授業があり

ません。

●先端技術に対応した学習

コンピュータを川いた経営管理などを取り入れたﾌﾐ銭

的学習ができます。

●国内外の実習

在学２ｲ|:|[に希望に応じた粂i'ト（地ﾙﾋﾞ・規模など）で

実科を行なうことができます｡(国1ﾉl･ニュージーランド・

欧米など）ＭＩＩ派''11研修補助金制度を利用できます。

ピンクのしやりが棋機のポイント

〆忘恥

の二オ潟スになべ
什時イくやま’‐い’十

鱗;i砿漂

離職Ｉ
渋綴ｉ鮭。⑫仁を’）ご
たんでゼしパｉ僻え゜煙約ル、イ

初
心
者
で
も
上
手
に
で
き
た
よ
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
ベ
ー
コ
ン
＆
巻
き
寿
司
づ
く
り

子
供
述
の
大
灯
き
な
ソ
ー
セ
ー
ジ
ヤ
チ

１
ズ
を
使
い
、
花
の
模
様
の
巻
き
形
し

な
ど
、
ど
れ
も
兄
た
Ⅱ
も
味
も
バ
ッ
テ

リ
の
も
の
ば
か
り
。

「
こ
れ
で
学
芸
会
や
述
動
会
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
が
噸
え
た
か
ナ
」
、
「
子
供
も
鱒

ぴ
そ
う
だ
ね
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し

た
。ベ
ー
コ
ン
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
焦
げ
て
し

ま
っ
た
も
の
の
、
お
味
は
妓
高
で
し
た
。

Ｆ可

学生募集要喧

修業年限２年

募集定員酷ﾉIML経営科２０人

出願資格。`F成12年度厨等学校卒業jL込みの者

・酪農の｣雀礎技術を学びたい方

・新規就農を考えている方

出願受付平成l3f121Jll5｢1(１１)-1月3011㈹１１ﾐ午

出願書類人学願71：健康診Wi:証ﾄﾘｌＴ１ｌ：調布:,【ド

入学検定科膿業経鴬調、1F

※入学,!ｆ類一式は-|上海道別海｢蔚擦学校4ｉｔ務室に

川慾しています。

検査日平成13年２１１６１１０(）作文・Ｉiii機

検査場所北海道別海高等学校農業特別(V攻科

※詳細については、別海!{?i校農業特別専攻科

〒086-0214別海lI1JBll海絲[IIJ70-’

'01537(5)2053まで･おlIMい今わせください。
横田風ベーコンの味つけのポイントを伝授

1９ 



ＪＡ中標津乳製品工場

お歳暮セットの取りまとめ

１１項よ})乳製品｣二場には、ご理解あるご協力をいただきあ

りがとうございます。

今年も乳製品工場と牧舎製品のお歳蕪セットの取りまとめ
を爽施することといたしましたので、ご用命くださいますよ
うご案lﾉﾘいたします。 【届冒瞬玩…Ⅶ －＝－－－ 

Ａセット

魎達藝檸 。分匹一二＝￣ 蝋轤》纈
難》》｜辨準ｒ

Ｉ
 

111墓ｉｉＩｉｌｉ嚢iM鑑iｉ
が=、

F巴■■■U

●●■ロ■

i蕾膣
□セットＣセットＢセット

ご紹介セット

科価格 髭セッ ト内容品名

￥BIIII 北海道ケフィアオーレ500Ｍ×４本

珈琲牛乳250Ｍ×６本
紅茶牛乳250Ｍ×６本

関東･中部以北調ＩｉＩＩ関西以南
￥２，０００ Ａセット

￥［81010 北海道ケフィアオーレLOOOm2x3本
珈琲牛乳LOOOm9x3本 関東・中部以北￥1,30Ｕ

関西以南￥1180Ｃ
￥ニョブ００Ｂセット

￥１．１００ 北海道レアチーズケーキ１４０９×１個
アイスクリーム120mU×８個
（バニラ・コケモモ・ヨモギ・フキノトウ各２個）

関東・中部以北￥1,80Ｕ
関西以南￥2,100

￥２JＳＯＣ Ｃセット『雪

半日010北海遁クッキー１８個入り×３個
（コケモモ・チーズ。カボチャ各１個）
サブレ１０枚入り×１個

関東・中部以北￥1,30Ｕ
関西以南￥1,800

半璽y５００□セット

上記価格：消費税別途

一曰皆貯金

総額で'7ｓ
皆

,OOO千円
平成12年度、一日皆貯金は１０月１７日から31日まで、組合員宅及び町内各

二家庭を訪問し実施いたしました。

実績といたしましては､件数1478件で組合員、準組合員一員外を含め総
額7ａ348,221円となりました。

また、一日皆貯金の抽選では金賞20人、銀賞70人､銅賞150人の方がそれ

ぞれ当選されています。

農業Ｉ情勢、経済状況の厳しい中ではありますが、皆様の多大なるご協力
に厚くお礼を申し上げますと共に、今後とも宜しくお願い申し上げます。

2０ 

品名 セツ卜内客 価格 送料

Ａセット
ケフィアオーレ500ｍ９ｘ４本
珈琲牛乳250,9×６本
紅茶牛乳250ｍＯｘ６本

￥２J０００ 
北海道￥８００

関東.中部以北繩IＩ関西以南

Ｂセット
ケフィアオーレ1,000ｍ２ｘ３本
珈琲牛乳1,000,9×３本 半窒グブ００

北海道￥８００
関東・中部以北￥1,300
関西以南￥1,800

Ｃセット
レアチーズケーキ１４０９×１個
アイスクリーム120ｍＵＸ８ｲﾛ

(バニラ・コケモモ・ヨモギ・フキノトウ各２個）
￥２JＳｏｏ 

北海道￥1,100
関東・中部以北￥1,800
関西以南￥2,100

□セット
クッキー１８個入り×３個
（コケモモ・チーズ。カボチャ各１個）
サブレ１０枚入り×１個

￥ｇＪ５００ 
北海道￥８００
関東・中部以北￥1,300
関西以南￥1,800

上記価格：消費税別途

'千 LＩ 9 



11月の細合口誌 新店舗
リニューアルオープン１日中標津町農協集落協定推進委

員会

２日飼料講習会

農協酪対消費拡大委員会
６日農民連盟、税対委員会

７日女性部藤細エ講座

結婚対策協議会相談員会議

８日第６回乳牛改良同志会役員会
１０日集落協定推進委員会
11日町長役員懇談会

13日職員採用筆記試験

14日定例自治監査

中山間員外説明会

第９回青年部役員会
15日第５回青年部レクリェーショ

20日 俣落利用組合打合せ

第８回青年部調査広報委員会
女性部藤細エ講座

乳牛改良同志会勉強会

新職員採用面接試験

税対委員会、税金研修会

第４回酪農ヘルパー利用組合
役員会

第１回中山間農場環境小委員
会

酪農ヘルパー中間監査

第１回中山間生活環境小委員会

女性部藤細エ講座

種子馬鈴し」:販売打合せ

女性部パッチワーク教室

若手農村女性ステッブァップ
講座

大根価格安定基金協識会

第１回中山間生産活動小委員
会

地区別懇談会（開陽、武佐、
俣落）

報委員会 一
．

21日 Ｊ
一￣ 

会

22日 面接

、税24日 E■ 

（云修

il櫟:１１

１
１
 

27日 一一

一

議

２８日

女性
地域との結びつきを深め、皆様にご

利用しやすい、より親しまれる金融共

済店舗として11月27日オープン。

エ事着エ以来、組合員はもとよりご戸
利用のお客様には、仮設の窓口やＡＴ

Ｍをご利用頂き、ご不便やエ事に伴う

騒音など大変ご迷惑をおかけいたしま

したが、皆様にやさしく、すがすがし

い金融・共済店舗としてオープンいた

しました。

皆様のご来店、ご利用を心よりお待
ち申し上げております。

29日

ン委員会

女性部パッチワーク教室

16日農協役員、酷対役員合同委員
会．

大根部会打合せ

17日酪農簿記ソフト研修会

大根価格安定基金協議会
18日釧根農連役員会

20日企画会議（係長以上）

30日

年末年始の業務曰程二蕊灘：欄醐正午まで ■■休業

論:盲～且壜 31日(日

6日出’７日旧)｜If1IWiL，
元日(月］ ２日CA）’３日６１０ ４日鯛 ５日礎

般業務 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業 休業

貯金･組勘･共済 共済のみ
正午まで

休業 休業 休業 休業 １５時まで １５時まで 休業 休業 ｒⅣ 

ＡＴＭ(事務所） 休業 休業 休業 休業 １５時まで １５時まで １４時まで 休業 休業

ＡＴＭ(あるる） 休業 休業 休業 休業 10～'7時まで １０～１７時まで 平常業務 平常業務 平常業務

Ａ．_プ ９－１７時農で 休業 10-17時まで '０－]7時まで 10-17時まで 10～17時まで 平常業務 平常業務 平常業務

休業 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 正午まで 休業 休業

８３０～15時仁 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 休業 休業

８～15時まで 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

人エ授精 平常業務 休業 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

持込みに限る
受付正午まで

持込みに限る
受付正午まで

持込みに限る
受付正午まで

生乳検査 持込みに限る

受付正午まで
休業 休業 休業 休業 平常業務

乳製品エ場 休業１体業 休業 休業ｌ平常業務ｌ平常業務 平常業務 休業 平常業務

*緊急の生乳検査については、別途通知致します。
*資材店舗の配達業務は、9日以降となります。
*28日、２９日、３０日のＡコープ店舗の営業時間は、午前９時30分から午後
平成13年１月６日から平成13年４月30日までは午前10時から午後７時ま

８時までの営業となり、
でとなります、

＿震

31日(日） 元日(月） ２日CA） ３日鯛 ４日鯛 ５日錨 ６日(士） ７日(日）
８日(月）

成人の日

一般業務 休業 休業 休業 休業 体案 休業 休業 休業 休業

貯金･組勘･共済 休業 休業 休業 休業 15時まで 15時まで
共済のみ
正午まで 休業 休業

ＡＴＭ(事務所） 休業 休業 休業 休業 15時まで 15時まで 14時まで 休業 休業

ＡＴＭ(あるる） 休業 休業 休業 休業 10～１７時まで １０～17時まで 平常業務 平常業務 平常業務

Ａ．_ブ ９－１７時まで 休業 10-17時まで 10-17時まて 10-17時まで 10～17時まで 平常業務 平常業務 平常業務

資材店舗 休拳＝し､ 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 正午まで 休業 休業

農協前給油所 ８:30…15時迄 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 休業 休業

桜ケ丘給油所 8～15時まで 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

人エ授精 平常業務 休業 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

生乳検査 持込みに限る
受ｲｳ正午まで

休業 休業 休業 持込みに限る
受付正午まで

持込みに限る
受付正午まで

持込みに限る
受｛;j正午まて

休業 平常業務

乳製品エ場 休業 休業 休業 休業 平常業務 平常業務 平常業務 休業 平常業務

年末年始の業務曰程二蕊灘：Ｙ階訓正午まで ’休業

可.乗一Ｗ＝ずしf尺二画ニリーゾいＬｔｄ、刀U塗麺汰Ⅱ垂しま丁~。

＊資材店舗の配達業務は、9日以降となります。
＊28日、２９日、３０日のＡコープ店舗の営業時間は、午前９時30分か
平成13年１月６日から平成13年４月30日までは午前10時から午後

ら午後８時までの営業とな【ﾉ、
７時までとなります。
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昭和30年代前半頃

秋の収穫エン麦の脱穀作業(共同L

この頃はまだ畜力万能の時代で、自家用の

エン麦を結構耕作していました。

β正べ

写真･文提供房川喜延氏
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